
INPUT
講義

OUTPUT
問題演習

基礎力養成期 応用力養成期 直前対策期

入門講義
初学者向けカリキュラム

基本講義・
チャレンジ講義

まとめ講義
初学者向けカリキュラム

解法テクニック講義 直前対策講義

宅建業法対策を
強化

トレーニング ミニテスト
初学者向けカリキュラム

基礎答練
25 問 60 分実施＋解説

応用答練
30 問 80 分 or 70 分実施＋解説

全国公開模試
50 問 2 時間実施＋解説※

直前答練
50 問 2 時間実施＋解説※

科目別 科目別 本試験
形式

本試験
形式

トレーニング

宅
地
建
物
取
引
主
任
者
試
験
合
格
！

各講義で合格に必要な
知識を確実に身につけ
ていきます。法律の学
習がまったく初めてとい
う方も安心して学べるよ
うひとつひとつ丁寧に理
解を深めていきます。

講義で身につけた知識
を問題演習形式で徹底
的にトレーニングしま
す。入門レベルから基
礎・応用へと自然とレ
ベルアップする答練で
答案作成力を養います。

ミニテスト

法律知識を学習するには、
その法律が何のために設け
られ、どのような体系になっ
ているかを理解しておくこ
とが重要です。法律の全体
像を学習することで、基本講
義で学習する項目の位置付
けがわかり、学習をスムーズ
に進められる「潤滑油」的な
役割を果たすのが、この入
門講義です。

TACオリジナルテキストを
中心に学習していきます。決
して満点は目指さず、得点し
やすい項目を重点的におさ
え、ムリ・ムダを省いた効率
的な講義で合格に必要かつ
十分な知識を皆さんに伝授
していきます。

基本講義で習得した知識を
ここでいったん整理します。
本試験で合格するために必
ず抑えなければならない重
要ポイントを再確認すること
で、アウトプットに向けてよ
り堅固な知識としていき、過
去問にも対応できる柔軟さ
を身につけます。

問題文はどこを注意して読むこと
が必要か。基本講義で学習した知
識をどのように活かすのか。過去
問題を題材に本試験でライバル
に差をつける思考方法、解答の導
き方を伝授します。あわせて基礎
知識の整理も行う、インプットから
アウトプットへの橋渡しの講義で
す。

本試験直前に行う最後の総整理
講義です。各科目の重要論点をも
う一度復習するとともに、今年出
題されそうなポイントチェックも
行います。

本試験と同一形式で行われる公
開模擬試験です。本試験の擬似
体験として、また客観的な順位等
のデータで自己診断し、本試験へ
のラストスパートの戦略にお役立
てください。

これまでの講義や答練で合格に
必要な知識、思考を一通り身につ
けてきました。あとはどれだけ問
題を解けるかがポイントです。直
前答練では、出題が予想されると
ころを重点的にピックアップし、本
試験と同一形式の内容で出題し
ていきます。

インプットで学習した内容はアウ
トプットができて初めて活きた知
識となりますので、本試験の出題
形式に合わせた応用問題を科目
別で解いていきます。ここでは本
試験に通用する実践力を身につ
けていただくのが狙いです。

早い時期から、本試験形式
の4肢択一問題に慣れると
ともに、各科目の基本問題
を確認していただくのが狙
いです。したがって複雑な問
題を控え、あくまでも基礎レ
ベルの問題を各科目別に演
習します。

各回の講義中に、本試験合
格に必要不可欠な最重要ポ
イントを一問一答式の問題
でチェックするテストです。
ここで間違えた問題は、すぐ
に復習して、理解してくださ
い。前回の講義内容の復習
ができているかを確認する、
学習のペースメーカーとし
てご活用ください。

宅建合格には、過去問題を
徹底的に解く必要がありま
す。なぜなら、過去問こそ
が、出題傾向を最も把握し
やすい材料だからです。ト
レーニングは過去の良問を
厳選し、すべての選択肢に
詳細な解説をご用意。復習
として問題を解き、インプッ
トした知識の理解を深めて
ください。


